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咬合,正 常な顎口腔機能 を獲得す るために不正咬
合を個性正常咬合へ導 くだけではなく,歯 を美 し
く並べ ることで顔貌の改善を行 うことにある。矯
正歯科治療にともなう顔貌の変化が一般 的に知ら






正歯科治療では,様 々な診断用 ソフ トウェアが使
用されており,治療後や顎矯正手術後における予




















で座標 を設定 し,位置の特定を行 った。特徴点の
うち下顔面正中部 に設定 され たLs,　Stm,　Li,
Sb,　Pogsの5点を可動点 とし,前 後方向に動か
すことで,Ⅱ 級群 は自己画像を,矯 正医群はⅡ級
群全ての画像 を変形 した。 Ⅱ級群 と矯正医群の変
形前後における可動点の変化量 を比較 したところ,
以下の結論を得た。
　 Ⅱ級群は,上 唇に対 して下唇の相対的な位置は
意識 しているが,下 顎の前後的な位置については


















られ,申 請者は学位授与 に値す ると判定 した。
　　　　　　　　　掲載雑誌
奥羽大学歯学誌　第38巻,1号　 i～xi
(78)
